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昨年に引き続きGATの⼈狼知能部⾨に参加させていただきました．学習した確率分布をファイル
から読み込む必要があったので，今回はJavaで作成しました．

アルゴリズム
基本的にはプラットフォーム付属のサンプルエージェント（これも私が作成）を簡略化したも

のなので，各役職のアルゴリズムについては省略します．
そしてGAT2017では，村⼈エージェントにおいてランダム選択の代わりに適応確率モデルに

基づくエージェント選択を導⼊しました．

記号の定義
ܲ൫ܤห ܴ൯：役職が ܴ であるとき平均エージェントが⾏動 を取る確率（平均モデル）ܤ
ܲ൫ܤหܣ, ܴ൯： の役職がܣ ܴ であるとき が⾏動ܣ を取る確率（エージェントモデル）ܤ

適応確率モデルに基づくエージェント選択
⾏動ܤが観測されたとき，⾏動の主体が役職 ܴ のエージェント である確率はܣ

ܲ൫ܣ, ܴหܤ൯ ൌ
ܲሺܣሻܲ൫ ܴ|ܣ൯ܲ൫ܤหܣ, ܴ൯

ܲሺܤሻ
ۛۛۛۛۛۛۛۛۛۛۛۛۛۛۛۛۛۛۛۛۛۛ

ですが，⼈狼知能⼤会の場合 ܲሺܣሻ, ܲሺܤሻは無視でき，ܲ൫ ܴ|ܣ൯ ൌ ܲ൫ ܴ൯なので，ܤが観測され
たときの がܣ ܴ である事象の対数尤度関数は，ܮೖ൫ܣ, ܴ൯ ൌ logଵ ܲ൫ ܴ൯  logଵ ܲ൫ܤหܣ, ܴ൯と
なります．さらに，対戦中に役職 ܴの をした回数ܤが⾏動ܣ ݊൫ܣ, ܴ, ൯とܤ がܣ ܴになった
回数 ݊൫ܣ, ܴ൯より，ܲ∗൫ܤหܣ, ܴ൯ ൌ ݊൫ܣ, ܴ, ൯ܤ ݊൫ܣ, ܴ൯ൗ のように短期エージェントモデルを計
算します．そして，平均モデルと短期エージェントモデルの重み付き混合で各エージェントに適
応したモデルを求めます．この場合対数尤度関数は次式のようになります．
,ܣೖ൫ܮ ܴ൯ ൌ logଵ ܲ൫ ܴ൯  ሺ1 െ ሻݓ logଵ ܲ∗൫ܤหܣ, ܴ൯  ݓ logଵ ܲ൫ܤห ܴ൯

提出したエージェントでは，村⼈エージェントが複数のエージェントから投票先を選ぶ場⾯
で，従来のランダム選択ではなく⼈狼である尤度が⾼いエージェントに投票するようにしまし
た．この場合役職が⼈狼固定なので上式右辺第1項は不要になり，
ሺ1 െ ሻݓ logଵ ܲ∗ሺܤ|ܣ,ܹܨܮܱܹܧܴܧሻ  ݓ logଵ ܲሺܤ|	ܹܨܮܱܹܧܴܧሻ
が最⼤となるエージェントを選ぶことになります．
今回は ݓ を振って最適値を決定する時間がなく，ݓ ൌ 1.0で提出しました．つまり適応はし

ていないことになります．なお，平均モデルはサンプルエージェント14体と1万回対戦して求め
ました．

行動とその確率
今回は学習回数が100回と少なく，さらに勝率を上げるには早い段階で推定精度を上げる必要

があるので，「占い師カミングアウト」，「霊媒師カミングアウト」，「村⼈に投票」，「占い
師に投票」，「霊媒師に投票」の5⾏動としました．
また，⾏動の系列の確率は学習データの少なさを考慮してunigramモデルで計算しています．

つまり⾏動の順番は考慮せず，単に同時確率（確率の積≡尤度和）で計算しています．

      


